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論 文 内 容 の 要 旨

【目的】

生活習慣病対策としては長期にわたる生活習慣の変更が必要であり,健 康教育の重要性が指摘されている,

本研究は,短 時間(30分,1回)の 「健康に関する講義」による対象者の健康知識 ・健康意識の変化をみる.

【方法】

大学生を対象者として,生 活習慣病や望ましい生活習慣などに関する30分 の講義を行い,そ の前後に 「健

康生活習慣知識」質問紙,「健康意識調査」質問紙を実施してその変化をみた.そ れらの質問紙に加えて,講

義前には 「生活習慣 調査」「疾病経験 相談者調査」,講 義後には 「講義印象調査」の各質問紙を実施した.

また,コ ントロール群として,別 の被験者群に対して,講 義 を入れずに30分 の間を空けて 「健康生活習慣知

識」質問紙,「健康意識調査」質問紙を2度 実施した。 さらに6ヵ 月後の変化をみた.

【結果】

① 「健康生活習慣知識」質問紙より 「生活習慣病知識因子⊥ 「健康生活習慣知識因子」を抽出した。「健

康意識調査」質問紙より 「健康将来展望因子⊥ 「健康楽観因子⊥ 「生活習慣不安因子」,「健康情報希求因

子」を抽出した.「生活習慣調査」質問紙より 「規則的生活リズム因子」,「生活習慣妨害因子」,「健康生活

習慣因子」を抽出した.「疾病経験・相談者調査」質問紙より「健康サポータ因子」,「疾病経歴因子」を抽出した.

「講義印象調査」質問紙 より 「実行可能因子」,「講義理解因子」を抽出した.② コントロール群に変化なく,

実験群で変化が認められた因子は,「生活習慣病知識因子」「健康生活習慣 知識因子」「健康将来展望因子」

であり,こ の3因 子の講義による変化が明確に認められた.③ 「生活習慣病知識因子」 と 「健康生活習慣知

識因子」とは,そ して 「生活習慣不安因子」と「健康将来展望」とは相互に講義による変化に影響している,「規

則的生活リズム因子」,「生活習慣妨害因子」,「健康生活習慣 因子」,「健康サポータ因子」,「疾病経歴因子」,

「実行可能因子」,「講義理解因子」は講義による変化に関係していないことを認めた.④6ヵ 月間に変化 した

因子は 「生活習慣病知識因子」のみであった.

【考察】

①抽出した因子は,作 成意図に合致している,② 講義による健康知識の変化は講義による健康意識の変化よ

りも大きい,③ 講義による変化に関与する因子と関与しない因子が認められたが,条 件を変えた追試等の必要

性と共にその因果追求が必要である.④6ヶ 月後にも1因 子には残存効果が認められた,

【結謝

①健康生活習慣知識や健康意識には,コ ントロール群に比べて実験 群では,短 い時間の一回の講義でも変

化の生じる因子と変化の生じない因子があること,② 健康生活習慣知識や健康意識の講義による変化に関係す

る因子と関係 しない因子があった.
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
一 　

疾 病 構 造 の 変 化 の 中 で 生 活 習慣 の 影 響 の 比 重 が 大 幅 に 増 し、 生 活

習 慣 病 対 策 が 求 め られ て お り、 そ の 結 果 、 健 康 教 育 の 重 要 性 が指 摘

さ れて い る。 比 較 的 長 期 に わ た って 健 康 教 育 を行 う こ とが 望 ま しい

こ とで あ ろ う が 、 現 実 に は 市 町 村 主 催 の 健 康 に 関 す る 講 演 会 な ど、

短 期 間 の 一 回 限 りの 健 康 に 関 す る講 義 が 多 い 。 比 較 的 長 期 に わ た る

健 康 教 育 の 効 果 に 関 す る研 究 は 数 多 くな さ れ て い るが 、 こ の短 時 間

の 一 回 限 りの 健 康 に 関 す る 講 義 の 効 果 を み た 研 究 は 見 当 た らな い 。

本 論 文 は 、 コ ン ト ロー ル 群 の 設 け た 上 で 、 短 時 間 の 一 回 限 りの 健 康

に 関 す る講 義 に よ る知 識 、 意 識 、 態 度 の 変 化 を 質 問 紙 法 に よ り検 討

した研 究 で あ る 。

本 論 文 は 、 医 学 系 で は な い 大 学 生419人 を 介 入 群 と して 、 生 活 習

慣 病 、 望 ま しい 生 活 習 慣 な どに 関 す る30分 の 講 義 を 行 い 、 そ の 前

後 、 並 び に419人 の 内 、136人 に つ い て は6ケ 月 後 に も 「健 康 生 活

習 慣 知 識 」「健 康 意 識 」質 問紙 調 査 を実 施 して そ の 変 化 を み た もの で

あ る・ そ れ らの 質 問 紙 に加 え て 、 講 義 前 に は 「生 活 習 慣 調 査 」「疾 病

経 験 ・相 談 者 調 査 」、 講 義 後 に は 「講 義 印 象 調 査 」を実 施 した 。 また 、

コ ン トロー ル 群 と して 、 同 大 学 の 別 の 大 学 生271人 に 対 して 、講 義

を 入 れ ず に30分 の 時 間 を空 け て 「健 康 生 活 習 慣 知 識 」「健 康 意 識 調

査 」を実 施 し、 そ の 変 化 を 見 た 。

そ の 結 果 、① 「健 康 生 活 習 慣 知 識 」と「健 康 意 識 調 査 」よ り、「生 活 習

慣 病 知 識 因 子 」,「健 康 生 活 習 慣 知 識 因 子 」,「健 康 将 来 展 望 因 子 」,「健

康 楽 観 因 子 」,「 生 活 習 慣 不 安 因 子 」,「 健 康 情 報 希 求 因 子 」 を抽 出 し

た 。「生 活 習 慣 調 査 」よ り 「規 則 的 生 活 リズ ム因 子 」,「 生 活 習 慣 妨 害

因 子 」,「 健 康 生 活 習 慣 因子 」 を 抽 出 した 。 「疾 病 経 験 ・相 談 者調 査 」

よ り 「健 康 サ ポ ー タ 因 子 」,「疾 病 経 歴 因 子 」 を抽 出 した 。「講 義 印 象

調 査 」よ り 「実 行 可 能 因 子 」,「講 義 理 解 因 子 」を 抽 出 した 。② コ ン ト
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ロ ー ル 群 に変 化 な く、 介 入 群 で 講 義 に よ っ て 因 子 得 点 に変 化 が 認 め

られ た 因 子 は 、「生 活 習 慣 病 知 識 因 子 」,「健 康 生 活 習 慣 知 識 因 子 」,「健

康 将 来 展 望 因 子 」で あ っ た 。 ③6ヶ 月 後 に は 「生 活 習 慣 病 知 識 因 子 」

に 良 好 な 変 化 が 見 られ たが 、 他 の 因 子 の 変 化 は 見 られ な か った 。④

「生 活 習 慣 病 知 識 因 子 」と 「健 康 生 活 習 慣 知 識 因 子 」 そ して 「生 活 習

慣 不 安 因 子 」と「健 康 将 来 展 望 因 子 」は 講 義 に よ る得 点 の 変 化 に 相 互

に 影 響 して い た 。この よ う な 影 響 は 、「規 則 的 生 活 リズ ム 因 子 」,「生

活 習 慣 妨 害 因 子 」,「健 康 生 活 習 慣 因 子 」「健 康 サ ポ ー タ 因 子 」,「疾 病

経 歴 因 子 」,「実 行 可能 因 子 」,「講 義 理 解 因子 」に は 見 ら れ な か っ た 。

以 上 の 結 果 か ら、① 健 康 生 活 習慣 知 識 や 健 康 意 識 に は 短 い 時 間 の

一 回 の 講 義 で も 変化 の 生 じる 因子 が あ る こ と
、 ② 健 康 生 活 習 慣 知 識

や 健 康 意 識 の 講義 に よ る変 化 に影 響 す る 因 子 が あ る こ とが 認 め られ

た 。

本 論 文 の 結果 か ら、 市 町 村 な ど で 実 施 さ れ て い る短 時 間 の 一 回 限

りの 健 康 に 関 す る講 義 で も 知 識 を増 す 効 果 は あ り、 そ の 効 果 に 影 響

す る 因子 が あ る こ とが 示 さ れ た 。 本 研 究 は 短 時 間 の 講 義 を よ り効 果

的 な も の に す る た めの 基 礎 研 究 と な り、 医学 博 士 の学 位 を授 与 す る

に 値 す る と認 め られ る。
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